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ピウスツキ蝋管 の音楽的 内容

谷  本  一  之*

 これ ま で知 られて いた 樺太 ア イ ヌ音 楽 の録 音資 料 で は,1923年 に 比較 音楽 学 者 田辺

尚雄 が樺 太 の 白浜 で,ワ ックス 円板 録 音 機 に よ って行 った録 音 が も っ と も古 い もの で

あ る。 この 時 の録 音 の一 部 はIhumke, Yaykatekara, Yukara, Hawki各 一 曲 で,

LP盤 に集録 さ れ て いて 聴 くこ とが で き る[田 辺 1978]。 この時 か らお よそ20年 前 の

録 音,も う これ以 上 に古 い 録 音 が あ ろ うと は思 え な い,文 字 通 り最 古 の 録 音資 料 の 出

現 は,現 存 す るア イ ヌ録 音 の 資料 的価 値 を チ ェ ッ ク し,樺 太 ア イ ヌ音 楽 の 時代 的変 化

の過 程 を 調 べ るた め の基 本 資 料 と して極 め て重 要 な もの で あ る。 特 に こ の ピウス ッキ

録 音 は,例 え ば同 じ時 期,1905年 にBogoras, Jochelsonが 行 な った シベ リア諸 民 族

の録 音 資 料 との共 時的 な比 較 を 可 能 に す る とい った 点 で,北 方 諸 民 族 音 楽 の比 較 研究

の た め の決 定 的 資 料 と い う こ とが で き る。

 このBogoras=Jochelson録 音 に は, Koryak, Tungus, Yukaghir, Yakut, Eski・

mo, Chukchee(Bogorasの 表 記 に よ る)等 の 太 鼓 を と もな った シ ャマ ンの巫 術 にか

か わ る実 際 の音 が 多数 含 ま れ て い るが,こ れ らの資 料 は ピ ウス ツ キ録 音 のtusuを 特

定 す るの に も,そ の 内容 を分 析 す るの に も大 い に参 考 に な って い る。 さ らに,こ の 録

音 に含 まれ る シャマ ンの腹 話 術 の声 は,ピ ウス ツ キ録 音 に含 ま れ て い る レ ク ッカ ラ

(喉 鳴 ら しあ そ び)と そ っ く りで,こ れ ま で,喉 鳴 ら しあそ び は樺 太 と東 部 カ ナダ ・

エス キモ ー に しか存 在 しな い と されて いた 分 布 の 問題 に新 しい見 解 を 用 意 す る もの と

して 注 目 され る。 ピウ ス ッ キ録 音 との通 時 的 な 比較 の材 料 と して 重 要 な の は,1923年

の 北 里 閲(言 語 学 者)録 音,1935年 の久 保 寺逸 彦(ア イ ヌ言 語 学 者)録 音 で あ る。 前

者 は 白浜,多 蘭 泊 で の録 音 で,Yaykatekara, Ihumke, Hawki等 を含 ん で い る。 後

者 は もっ と録 音 場所 も多 く,ほ とん ど の 曲種 が録 音 され て い る。 今 回,録 音 テ ープ に

再 生 され た 蝋 管 は,保 存 の 状 態,特 に再 生 回 数 に よ る蝋 管 の 溝 の摩 滅 の程 度 に よ って

情 報 量 に大 きな 巾 が あ る が,状 態 の著 しく悪 い数 十 本 を 除 い て は,そ の多 くが 断片 的

で あ って も旋 律 を聴 き取 る こと が で き,そ の旋 律 線,リ ズ ム そ して発 声 法 等 の特 徴 に

よ って,曲 種 を 特定 で きる程 度 の情 報 量 は含 まれ て い る。

*北 海道教育大学札幌分校 本館共同研究員
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 特 定 し得 た 曲種 に は,Ihumke, Oyna, Hawki, Uchashikma, Yaykatekara, Tusu,

Rekuxkara, Sinotcha, Tonkori,日 本 の 能 の謡 や 漁 場 の 網起 こ し歌
,さ らに は,ど

う して こ こに紛 れ 込 ん で いる のか,モ ー ッ ァル トの 歌劇 「フ ィガ ロの 結婚 」 か らス ザ

ンナ の詠 唱 の 録 音 も含 ま れ て い る。 数 の 上 で は,Oyna, Uchashikmaの よ うな語 り

物 が全 体 の 半 数 を 占 め て い るの は,民 族 学 的 な資 料 と して の語 り物 に ピ ウス ッ キが よ

り強 い関 心 を も って い た こ とを示 す もの で あろ う。

1)Ihumke(子 守 唄)

 Ihumkeの 中 に,舌 を巻 い て 出す 独 特 の 子供 を あ やす 離 子 の 音 が 出 て くる。 この 音

声 の こ とをhororse(ま た はkororse)と 言 い,こ のhororseを 使 って歌 うIhumke

を 特 に他 のIhumkeと 区別 してhororse Ihumkeと 呼 ん で い るが, No.22の 蝋 管 の

Ihumkeで は こ のhororseを 聞 き取 る こ とが で きる 。 短 い リズ ム ・7N・タ ー ンが繰 り

返 され,時 々 フ レー ズ の頭 を 強調 す る よ う に短 いhororseが 使 われ て い る。 この こ

と は久 保 寺 録 音 の 中のIhumkeに も共通 して い る。 これ とは 対照 的 に北 海 道 のhor-

orse Ihumkeで は, hororseそ れ 自体 が 目的 で あ るよ うに際 立 っ て高 い音域 で の長 い

hororseが 頻 繁 に 出て くる 。一 般 に北 海道 の旋 律 の方 が,樺 太 の もの よ り は装 飾 的 で

あ るこ と は ピウス ッ キ録 音 か らも確 か め られ る。

2)Yaykatekara(叙 情 歌)

 ピウス ッキ に は・ 二 つ の タ イ プ のYaykatekaraが 含 ま れ て い る。 両 方 と も 「イ サ

ク レ ・カ ン レイ」 で始 ま り,譜 例a)の タ イ プの も の は,「 ヒ ーノ ・コー ラ ・ド ッコ

イ シ ョ」 とい う日本 の 難 しで フ レーズ が しめ く く られ て い る。

 この難 しか ら も明 らかな よ うに,ア イ ヌ音楽 の 曲種 の 中 で はYaykatekaraやYays-

hama等 の個 人 的 心 情 を うた う叙 情 的 な歌 は,日 本 民 謡 の 影 響 を 強 く反 映 して い る も

の で,ピ ウス ツキ の 録 音 に もそ の こ とが示 され て い る。 しか し,a)とb)を 比 較 し
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てみると,b)は より伝統的である。 田辺,久 保寺録音には,も っぱらa)タ イプの

Yaykatekaraが 含まれているが,ピ ウスツキ録音のものに比較すると,日 本民謡に

特有の節回 し,小 節が多 くなり,さ らに1951年,1961年 に行なったNHK録 音の中

のものになると全 く日本民謡そのものという旋律形に変化 してきている。日本民謡が

樺太 に入 ってきてか らの経過をまとめると,(1)旋 律形,歌 い方はまだ伝統的な形を残

しているが,目 薪 しい日本の難 しが使われている(ピ ウスッキ録音の時期),(2)旋 律

形はそれほど変 っていないが,小 節を多く入れて歌 うようになる(北 里,久 保寺録音

の時期),(3)旋 律それ自体が全 く民謡風なものになってしまう(第 二次大戦後,北 海

道に移住 してきた樺太アイヌの録音,NHK録 音の時期), というようになる。こう

いう現象過程を,和 人との交渉の歴史における様々な事実 と組み合わせながら音楽に

反映するアイヌ民謡の"心 情"の 変化を説明する試みはこれからの大きな課題の一つ

である。

 3)Tusu(巫 術)

 蝋 管No・26の ケ ース に はtusuの 記 入 が あ る。.こ の蝋 管 か ら断片 的 に旋 律 を 聴 き

取 る こ とが で き るが,イ ン フ ォー マ ン トの 浅 井 タ ケ媚 は,こ の録 音 を 聴 いて 即 座 に

『女 のtusuだ,東 海 岸 の だ な』 と言 って い るが,こ れ を聴 い てtu.suと 判 断 す るの

は筆 者 に は難 しか った。 ま ずtusuに 不 可 欠 の太 鼓 の 音 が聞 え て こ な い。 これ ま で の

tusuに 関 す る記 録 の ほ とん ど はtusuに お け る太 鼓 の 中心 的 役 割 を 説 明 して い る。

tusuは まず 太 鼓 を 叩 くこ とか ら始 ま り,終 始 一 貫,太 鼓 の音 を ベ ース に進 行 し,太

鼓 を打 ち止 め た と こ ろで終 了 す る。 久 保 寺 録 音 もNHK録 音 も,太 鼓 が主 役 であ っ

て,太 鼓 の リズ ム,テ ンポ,強 弱 によ って シ ャマ ンの 仕 草 が コ ン トロ0ル され て い る

様 子 を示 して い る。 そ の太 鼓 の音 が ピウス ッ キ の録 音 に は欠 け て い る。 しか し,こ の

メ ロデ ィー の繰 り返 しの合 間 にtusuの シ ャマ ンが 吐 く重 い吐 息 が 聞 こえ,聞 こえ な

い と ころ で は,そ の 吐息 の時 間 に相 当 す る 間合 いが あ る。 とす る と,こ れ は久 保 寺 が

記 述 して い る[久 保 寺 1939]「 音 楽 と身体 の リズ ム に よ り,呼 吸 が 激 しくな り,肩

を上 下 しな が ら,ぐ った りとな って炉 端 に座 る。 その 時,太 鼓 の 音 が は た と止 ん で,

巫女 の 口 か ら流 れ 出 る様 に歌 い 出 され た の が 神 謡 の歌tusu-sinotchaで あ った。」 と

い う記 事 の 中 の,太 鼓 な しで 歌 う,託 宣 を伝 え るtusu-sinotchaで あ ろ う と判 断 され

る 。 こ うい う判 断 が で きて もな お,こ のtusuが 樺 太 ア イ ヌの もの で あ るか ど うか疑

わ しい。 そ の理 由 はそ の旋 律 の リズ ムに あ る。 そ の リズ ム は,ア イ ヌの歌 に は ほ とん

ど現 れ な い も ので,む しろ オ ロ ッコの 歌 の リズ ム に近 い。 こ こで もま た久 保 寺 の 記述
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が参 考 にな る[久 保 寺 1939]。 巫 女 春 日 コタル ンケ の語 る と ころ に よ れ ば,「 ツス

(巫術)に はオ ロ ッ コ風 の もの とギ リヤ ー ク風 の もの とが あ る が,こ れ か ら行 な うの

は オ ロ ッコ風 な もの だ との ことで あ った。」

 以 上 の情 報 を ま とめ て み る と,ピ ウス ッ キ蝋 管No.26のtusuは 「オ ロ ッコ風 の

tusuで,シ ャマ ンが太 鼓 を 止 め て か ら歌 い 出 す,託 宣 を伝 え るtusu-sinotchaで あ

る。」 とい うこ とに な る。 久保 寺 録 音 には,こ の春 日 コタル ンケ のtusu-sinotchaが,

yaipuniの タ イ トル で 含 ま れ て い る。 このyaipuniの 旋 律 は全 くア イ ヌの 伝 統 的 な

もの で,オ ロ ッコ風 な リズ ム の もので はな い。

 こ の こ とか ら,1)ピ ウス ツ キ録 音 の頃 に もtusuは オ ロ ッコや ギ リヤ ー ク風 に行 な

われ,tusu-sinotchaも オ ロ ッ コや ギ リヤ ー クの旋 律 が 歌 わ れ て い た,つ ま り他 民族

の借 り物 で あ った が,2)久 保寺 録 音 に は,tusuは オ ロ ッ コ風,ギ リヤ ー ク風 で も,

tusu-sinotchaの 方 は ア イ ヌの旋 律 が歌 わ れ るよ うに な って いた 。 つ ま り,ア イ ヌ独

自 のや り方 が 工 夫 され始 め て い た とい う過程 と して理 解 す る こ と も可 能 で あ る。 いず

れ に して もtusuに 関 して は,シ ャマ ンの語 源 が ッ ング ース の サ マ に 由来 す る と い う

説 か ら も明 らか な よ う に,シ ベ リア系 の 巫術 が ア イ ヌの 社 会 にお い て も支 配 的 で あ っ

た こ と をNo.26の 蝋 管 のtusuは 示 して い る と考 え られ る。

4)Hechiri(踊 り歌)

 ピ ウス ツ キ蝋 管 に含 ま れ て い るhechiriは い ず れ も 男 のhechiriで, No.15は カ

ラカ ラ とい う音 声 が リフ レイ ンの よ うに繰 り返 され るpon-hekachi-hechiri(五 弦琴

の伴 奏 で踊 る こ と も あ るの でTonkori-hechiriと も言 う)で,男 が 踊 る時 に よ く使 う,

力 の こ も った掛 け声 が聴 き取 れ る。No.37のhechiriは 熊 祭 の と きに や るhechiri

(isoko hechiri)の 特徴 で あ る,い くつ か の違 った旋 律 が,そ れ ぞ れ 一 拍 ず つ ず れ て

(カ ノ ン風 に)進 行 す る歌 い方 が聴 き取 れ る。 この 歌 い方 は,久 保 寺,NHK録 音 で

もほ とん ど変 化 が な い。 北 海 道 ア イ ヌ の場 合 にみ られ る,儀 礼 にか か わ る集 団 で歌 う

もの は変 化 しに くい,と い う傾 向 は,樺 太 ア イ ヌの 場合 に もあ て は ま りそ うで あ る。

い くつ もの 旋 律 が 同 時 に進 行 す る結 果,そ こ に一 種 の騒 擾 的音 響 世 界 が 作 り出 され る

hechiriの 演 唱法 は"混 沌"に よ って,日 常 的 空 間 を 呪術 的 祭 儀 の た め の祭 場 とす る

仕 掛 け の 一 つ で あ るが,No.12, No.16, No.28の ア イ ヌの喉 鳴 ら しあそ び``Reku・

xkara"も 基 本 的 に は このhechiriの と同 じ演 唱 法 で行 な わ れ る。 イ ンフ ォー マ ン ト

の 浅 井 タ ケ 娼 は 曲 種 を 特定 す る時 に,い つ もhechiriとrekuxkaraに つ いて は 判 断

しが た い 様 子 で あ った 。rekuxkaraに つ い て は, hechiriと の 関係,さ らに前 述 した
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シベリァ諸族 シャマンの腹話術の音声との関係等 との比較研究によって,近 年はもっ

ぱら婦女子の娯楽となっているが,元 来は,何 か別の機能,例 えば何 らかの儀礼に関

係 して行なわれていたのではないか,と いったことが今後の検討課題 として残される

[谷本 1985]。

 ピウスッキ録音の民族音楽的解析の現段階は,曲 種を特定するための音楽的情報を

引き出した程度にとどまっている。一つ一つの曲について,聴 き取り得る音楽的情報

を,例 えば五線譜を含み,何 らかの形で可能な限り精密に記号化することを次の作業

段階と考えている。この際,特 に留意しなければな らないことは,こ の種の情報量の

少ない(騒 音の問題 も含め)資 料の場合,無 い音 も聴き取ってしまうことの危険を,

これまでの作業過程の中で感 じてきている。まず,蝋 管の中に存在 している断片的な

音声のみを正確に取 り出すことが第一段階で,そ のためにかなりの時間を必要とする。

したがって,今 回の報告書で示 されている楽譜は,そ の断片的な旋律のスケッチとい

う性格のものであることを強調 しておきたい。
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